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１．はじめに 

水道施設におけるコンクリート構造物の点検については，実

施の参考となるよう，「水道施設の点検を含む維持・修繕の実

施に関するガイドライン（令和5年3月）厚生労働省医薬・生

活衛生局水道課」が作成されており,調査項目の例や点検頻度

の例,点検記録表の例が記載されている. １） 

本ガイドラインには，地上，梯子による近接が困難な箇所に

対する点検方法が示されていないが,高所部等の目視困難な箇

所や,足場が必要な箇所が多く存在する場合,ドローン等の点

検支援技術の活用が望まれている状況にある. 

このような背景の下,本業務では,目視点検に加え,点検用ド 

ローンを活用し,浄水場内の凝集沈澱池を対象としたコンクリ

ート構造物点検を行った． 

本稿では,オルソ画像の作成方法,点検用ドローンにより得

られた効果(優位性)について説明する. 

２．使用した点検用ドローン 

本業務では，点検支援技術を活用し，側面・底面全体のオル

ソ画像及び3Dモデルの作成を行うことにより,点検記録の品質

向上を図った. 

使用した点検支援技術は,「点検技術性能カタログ（令和3 

年10月）国土交通省」に記載されている近接目視調査によると

きと同様の診断を行うことができる技術のうち,対象に0.5mま

で接近可能な「全方向衝突回避センサーを有する小型ドローン

技術（BR010009-V0020）」である（表－１，表－２）． 

表－１ 使用した点検支援技術 

表－２ 使用機械 

３．オルソ画像の作成方法 

オルソ画像の作成は，以下の手順で行った． 

①点検用ドローンを使用し,対象側面に対して一定の離隔及び 

約50％のラップ率で静止画撮影を行う. 

②オルソ画像及び 3D 点群生成を行う解析ソフト（メタシェー

プ）を使用し,撮影した写真を一括解析させ,3D 点群生成後,

オルソモザイクを作成する. 

図－１ 平面全体のオルソモザイク画像
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メタシェープでは,写真から点群を生成し,各点群の位置関

係を解析した後,撮影による傾きをなくし,真正面から見た画

像を生成している（図－１）． 

 

４．ドローン点検の効果（優位性） 

ドローン活用によるオルソ画像・3Dモデルによる損傷図

を作成することで,遠隔にて全体状況の把握や損傷の位置関

係,コンクリートの打継目のような損傷図では記載しないよ

うな状況を容易に確認することができた（図－２，図－３）． 

ひびわれ幅についても,事前にキャリブレーションを行い,

一定の離隔で写真を撮影することにより,取得した画像から

評価を行うことができた. 

また,3D モデルを作成することにより,ひびわれの長さを

概ね読み取ることができた． 

 

５．まとめ 

 点検費用縮減や安全性を考慮すると,特に高所部などの地

上,梯子による近接が困難な箇所に対しては,ドローン点検が

有効であると考えられる. 

 次回以降の点検では,今回の点検で蓄積したデータと比較

することで,劣化の進行を容易に確認することができ,点検記

録の品質向上につながるのではないかと考えられる. 
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図－２ 側面全体のオルソモザイク画像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－３ 3D モデルによる損傷図 
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